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特集 白い愛の祭典 第57回 十日町雪まつり

今
回
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

首
都
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
あ
る
、
２
０
０

年
間
デ
ン
マ
ー
ク
王
の
戴
冠
式
が
行
わ
れ

た
「
フ
レ
デ
リ
ク
ス
ポ
ー
城
」
が
モ
チ
ー

フ
で
す
。
高
さ
18
ｍ
×
幅
36
ｍ
×
奥
行
25

ｍ
の
大
き
さ
で
、
雪
の
量
は
１
０
、
０
０

０
k
（
10
ト
ン
ダ
ン
プ
１
、
５
０
０
台
分

相
当
）
に
達
し
ま
す
。
城
に
は
、
旧
５
市

町
村
を
象
徴
す
る
５
つ
の
塔
が
立
ち
、
中

央
の
高
い
尖
塔
に
は
復
興
へ
の
鐘
と
新
十

日
町
市
の
市
章
が
置
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
雪
像
ス
テ
ー
ジ
作
り
を
担
当
し
て

い
る
の
が
カ
ー
ニ
バ
ル
舞
台
製
作
本
部

（
6
新
潟
県
建
設
業
協
会
十
日
町
支
部
青

年
部
会
主
管
）
で
す
。
毎
年
１
月
下
旬
か

ら
２
月
下
旬
ま
で
の
約
１
か
月
間
、
会
場

の
城
ヶ
丘
ピ
ュ
ア
ラ
ン
ド
に
詰
め
て
作
業

を
行
い
ま
す
。

今
年
で
57
回
を
数
え
る
冬
の
日
本
海
側
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
十
日
町
雪
ま
つ
り
。
そ
の
顔
と
も
い
う
べ
き
雪
上

カ
ー
ニ
バ
ル
の
雪
像
ス
テ
ー
ジ
は
、
雪
だ
け
で
作
っ
た

世
界
一
の
建
造
物
と
し
て
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
認
定
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
震

災
の
影
響
で
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル
の

開
催
は
見
送
ら
れ
ま
し
た
。

豪
雪
の
今
年
、
復
興
を
祈
念
し

て
２
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
雪
上
カ

ー
ニ
バ
ル
・
雪
像
ス
テ
ー
ジ
の
製

作
現
場
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

く
、
建
築
と
同
じ
よ
う
な
手
順
で
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
雪
ま
つ
り
の
企
画

コ
ン
ペ
の
審
査
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

と
き
も
、
そ
う
い
う
視
点
で
審
査
し
ま
し

た
。
ほ
か
の
提
案
は
ア
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
的

な
も
の
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

た
だ
、
（
建
造
物
ベ
ー
ス
の
雪
像
を
作

る
）
作
業
の
カ
ン
が
も
ど
る
ま
で
は
け
っ

こ
う
時
間
が
か
か
っ
た
よ
う
で
す
（
笑
）。

実
際
の
刻
み
の
苦
労
の
こ
と
は
、
親
方
衆

に
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
あ
た
り
を
、
刻
み
作
業
（
約
20
人

が
従
事
）
を
指
揮
・
監
督
す
る
３
人
の
親

方
の
一
人
、
こ
の
道
22
年
の
渡
辺
安
男
さ

ん
（
57
歳
・
妻
有
町
西
）
は
、
「
今
年
の

は
難
し
い
部
類
だ
っ
た
ね
。
一
見
円
柱
に

見
え
る
塔
は
実
は
10
角
形
で
、
そ
の
質
感

を
出
す
の
に
一
番
苦
労
し
た
て
。
左
右
対

称
な
の
も
そ
ろ
え
る
の
が
難
し
く
て
の
。

チ
ェ
ン
ソ
ー
と
鉄
の
角
ス
コ
ッ
プ
、
そ
れ

に
ケ
イ
レ
ン
棒
と

い
う
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
は
が
す
鉄
の

棒
で
仕
上
げ
た
て
」

と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

足
場
の
安
全
確
認
な
ど
を
重
点
的
に
行
い

ま
し
た
。
雪
や
道
具
の
落
下
に
よ
る
事
故

を
防
ぐ
た
め
、
刻
み
作
業
で
は
上
下
作
業

（
作
業
す
る
人
が
上
下
一
直
線
に
な
る
こ

と
）
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
も
ら

い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
事
故
な
く

作
業
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
配
だ
っ
た
の
は
、
数
日
間
気
温
が
高

か
っ
た
の
で
雪
像
全
体
が
傾
く
こ
と
で
す
。

過
去
に
は
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
で
引
っ
ぱ
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
そ
れ
も

し
な
い
で
済
み
ま
し
た
。
あ
と
、
雪
上
カ

ー
ニ
バ
ル
の
翌
日
、
雪
像
ス
テ
ー
ジ
に
登

ろ
う
と
す
る
人
が
い
る
の
は
困
り
ま
す
ね
。

と
て
も
危
険
な
の
で
、
絶
対
に
登
ら
な
い

で
ほ
し
い
で
す
。

ほ
か
は
、
皆
さ
ん
の
協
力
で
と
て
も
う

ま
く
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
力
を
合
わ
せ
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

毎
年
、
多
く
の
人
た
ち
に
感
動
を
与
え

る
雪
像
ス
テ
ー
ジ
は
、
そ
の
製
作
過
程
で

か
か
わ
る
人
た
ち
の
思
い
と
力
を
凝
縮
し

な
が
ら
、
着
実
に
次
代
に
引
き
継
が
れ
て

い
ま
す
。

雪
像
ス
テ
ー
ジ
は
１
万
K

本
部
長
４
年
目
の
富
井
教
雄
さ
ん
（
41

歳
・
馬
場
２
）
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

│
│
ど
ん
な
体
制

で
作
業
を
し
て
い

る
の
で
す
か
？

建
設
業
協
会
十

日
町
支
部
青
年
部

会
挙
げ
て
組
織
を

作
っ
て
い
ま
す
。

│
│
今
回
の
雪
像
の
特
徴
は
？

構
造
物
と
し
て
し
っ
か
り
し
た
も
の
に

な
っ
た
な
、
と
い
う
感
じ
で
す
。
過
去
２

回
ほ
ど
は
き
も
の
デ
ザ
イ
ン
が
メ
ー
ン
だ

っ
た
の
で
、
建
造
物
を
ベ
ー
ス
に
し
た
も

の
は
久
し
ぶ
り
で
し
た
。
図
面
化
し
や
す

│
│
一
番
気
を
つ
け
た
こ
と
は
？

安
全
対
策
で
す
ね
。
や
は
り
事
故
が
一

番
恐
い
で
す
か
ら
、
毎
日
の
安
全
朝
礼
や

大
き
く
分
け
て
総
務
部
と
製
作
部
が
あ
り
、

総
務
部
に
は
資
材
・
備
品
担
当
と
労
務
・

会
計
担
当
、
製
作
部
に
は
雪
像
担
当
と
場

内
担
当
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま
す
。
総
勢
50

人
く
ら
い
で
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
使
う

重
機
は
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
３
台
、
バ
ッ
ク
ホ

ー
５
台
、
ク
ロ
ー
ラ
ダ
ン
プ
５
台
で
、
刻

み
（
形
を
刻
む
作
業
）
は
手
作
業
で
す
。

│
│
今
年
は
雪
が
多
か
っ
た
の
で
運
搬
の

必
要
が
な
か
っ
た
の
で
は
？

今
年
は
例
年
の
３
倍
く
ら
い
の
雪
が
あ

り
ま
し
た
。
だ
か
ら
外
部
か
ら
運
搬
す
る

必
要
は
な
く
、
す
べ
て
現
場
の
雪
で
ま
か

な
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
雪
も
真
っ
白

で
き
れ
い
で
し
た
ね
。

│
│
で
は
作
業
も
楽
だ
っ
た
？

い
え
い
え
そ
の
反
対
で
す
（
笑
）
。
外

部
か
ら
運
搬
す
る
場
合
は
ス
テ
ー
ジ
ぎ
り

ぎ
り
ま
で
雪
を
運
ぶ
の
で
積
み
上
げ
も
早

い
の
で
す
が
、
現
場
の
雪
を
集
め
る
場
合

は
広
場
全
体
か
ら
平
均
に
集
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
そ
の
分
時
間
も
技
術
も

必
要
で
す
。

雪
の
運
搬
不
要
で
も

手
間
は
か
か
る

久
し
ぶ
り
の
建
造
物

力
を
合
わ
せ
て
安
全
第
一

刻

み

作

業

雪像ステージで華麗なショーが繰り広げられた
雪上カーニバル（2月18日G）

重機による積み上げで、雪原に巨大
な雪山が出現しました（2月4日G）

作業も大詰め、作業員
総出で仕上げます
（2月17日F）

作業全体の無事と雪まつりの成功を
祈って「安全祈願祭」（2月4日G）

完成した雪像ステージの前でスタッフ（建設業
協会青年部会）そろって記念撮影（2月18日G）

無
事
作
業
終
了
を
祝
っ
て

乾
杯
（
2
月
17
日
F
）

雪
像
の
形
に
合
わ
せ
て
複
雑
に

足
場
が
組
ま
れ
ま
す
（
2
月
14
日
C
）

重機でおおまかな形をつくり、手作業で
細部を刻みます（2月10日F）

本部事務所に掲げられた横
幕には「誇り」と「歴史」
がしみ込んでいます



5 市報とおかまち『だんだん』平成18年2月25日号 4市報とおかまち『だんだん』平成18年2月25日号

特集 白い愛の祭典 第57回 十日町雪まつり

十日町商工会議所会頭賞
「絆（きずな）」

（学校町１丁目町内会）

十日町市観光協会長賞
「陽光」（本町1丁目四区合同）

十日町市議会議長賞
「春のファンタジー」

（雪ごったくをしよう会）

十日町農業協同組合長賞
「来たかな？福の神」
（関浅　四季の会）

十日町市商店街振興組合連合会長賞
「ねら、どうしゃんだZ」
（川治内後町内会）

十日町織物工業協同組合理事長賞
「ただいま～おかえり！ふるさとを愛する、あなたへZ」

（愛ing下条）

新潟県建設業協会十日町支部長賞
「ワンピース～十日町の新しい響（おと）～」
（本町７丁目・三和町町内会）

十日町市文化協会連合会長賞
「銀河鉄道の夜」
（ひのスノーマン）

十日町ロータリークラブ賞
「 市 長 賞 」
（城之古青年会）

十日町平成ライオンズクラブ賞
「登龍の不二」
（稲和会）

十日町青年会議所理事長賞
「新生！十日町」
（三春会）

十日町北ロータリークラブ賞
「七福神ワールドカップへ」

（上新田青壮年会）

地元新聞社賞
「七ツ釜伝説」

（北新会with新田イベント研究所）

キリンビール賞
「荒ぶる神」

（高田町１丁目商店街振興組合））

ほくほく線賞
「愛～子供達を守りたまえ～」

（南雲土建㈱）

審査員賞
「愛」

（下条本町青壮年会）

三国コカ・コーラボトリング賞
「キングコング」

（十日町市職員互助会）

審査員賞
「どこでもドア:」
（昭和町３丁目他有志）

十日町市長賞
「失われた世界」

（アウト・ドア・ファミリー４クラブ）

十日町市長賞
「復興への響き」
（水沢雪まつり会）

特
別
表
彰
団
体

十日町地域森林組合長賞
「冬の楽園」

（上新田いずみ会）

愛ing下条・ひのスノーマン

城之古青年会

下条本町青壮年会・稲和会

本町1丁目四区合同

通算15年

通算20年

通算25回

通算35回

雪まつりの原点である「雪の芸術展」には、

芸術部門40点、特別部門８点、学童部門23点

の計71点が出展されました。芸術部門の審査

会は17日Fの夜、２隊にわかれて行われまし

た。審査の結果、入賞22作品はご覧のように

決定しました。

十日町ライオンズクラブ賞
「今年は戌年ONLYワン！」

（望みの郷新墾会）
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特集 白い愛の祭典 第57回 十日町雪まつり

２
月
17
日
F
か
ら
３
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
「
第
57
回

十
日
町
雪
ま
つ
り
」。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
震
災
復
興
を
祈
念
し

新
市
誕
生
を
祝
う
雪
の
祭
典
は
、
延
べ
28
万
人
の
人
出
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
各
地
で
行
わ
れ

た
催
し
な
ど
を
、
主
に
写
真
で

紹
介
し
ま
す
。

歩
い
て
見
つ
け
た

雪まつりの幕開けを告げる「オープニ

ングフェスティバル2006」。十日町幼児

園・天使幼稚園児によるダンスや復興へ

の願いを込めて風船を飛ばす「復興メッ

セージ・バルーンリリース」、お笑いパ

フォーマンスショーなど多彩な催しが繰

り広げられました。

雪上カーニバルのテレビ放映予定
■日時＝２月25日G 午後５時～５時54分

■番組＝NHK衛星第２放送
「BSイベントホール～第57回十日町雪まつり～」

２年ぶりに復活した「雪上カーニバル」会場には２万

8,000人が詰めかけ、雪と光と音が織りなす幻想的な雰

囲気の中で「歌謡ショー」「きものショー」「よさこいソ

ーラン踊り」「チアダンス」などをたん能しました。

ベストパートナーによるコンサート

妻有っ子オンステージ

コミュニティ広場（十日町高校グラウンド）で行われたウェルカムセレ
モニーでは、横浜観光親善大使・ミス指宿・新潟県きものの女王・ミス
十日町雪まつりが紹介されました。

十日町市出身の歌手、蘭燃さんによるミニライ
ブが行われ、多くの人を魅了しました。

ゆきりんぴっく
当間高原で行われた雪上運動会には、県内外からたくさんの
人が参加。豪華賞品をねらって熱戦が繰り広げられました。

雪だるま
町中の手づくりの可愛らしい雪だ
るまがお客さまを歓迎しました。

コミュニティひろばに設けられた雪上茶席では、斎藤
剛さん（通り山・25歳）と目黒幸枝さん（山野田・22
歳）の「雪上結婚式」が行われ、二人は真っ白な雪の
上で熱い誓いを交わしていました。

復
興
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス

き
も
の
シ
ョ
ー

チ
ア
ダ
ン
ス

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り

幼稚園児たちによるダンス
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第43回全国中学校スキー大会（２月５日A～８日D新潟県妙高市）、第55回全国高等学校スキー大会

（２月３日F～７日C秋田県鹿角市）、第84回全日本スキー選手権大会（２月９日E～２月14日C北海道

札幌市）が開催されました。大活躍した十日町勢の入賞者をお知らせします。

全国高等学校スキー大会で、

小林由貴選手（十日町高３年）

が女子５㎞クラシカル、および

女子15㎞（５㎞×３人）リレー

（恩田悠・瀧澤三咲子・小林由

貴）で優勝。見事２冠を達成し

ました。同大会では十日町高校

男子リレーチームも２位と大健

闘。小林選手と瀧澤選手は全日

本スキー選手権大会の女子チー

ムスプリントフリー（２人×１

㎞３周）でも優勝しました。

小林由貴選手（十日町高）

※入賞者（10位以内）敬称略、○の中の数字は順位

【第43回全国中学校スキー大会】

▼女子３㎞クラシカル＝①中島由
ゆ

貴
き

（中里中３年）⑦保坂

美
み

紀
き

（十日町中３年）⑨本山育
いく

未
み

（松之山中３年）▼女子

３㎞フリー＝⑤本山育未⑩保坂美紀▼女子４×３㎞リレー

＝①新潟県（２走、中島由貴・３走、本山育未・４走、保

坂美紀）▼男子５×４㎞リレー＝②新潟県（１走、柳　凌
りょう

松代中３年）

【第55回全国高等学校スキー大会】

▼女子5㎞クラシカル＝①小林由
ゆ

貴
き

（十日町高３年）▼女

子10㎞フリー＝②小林由貴⑨瀧澤三
み

咲
さ

子
こ

（十日町高１年）

全国中学校スキー大会で

は、中島由貴選手（中里中

３年）が女子３㎞クラシカ

ルで優勝し、女子リレー（３

㎞×４人）でも新潟県女子

チームとして保坂美紀（十

日町中３年）選手、本山育

未選手（松之山中３年）と

ともに出場し、これも優勝

しました。また、男子リレ

ー（５㎞×４人）では柳凌

選手（松代中３年）が出場

し、準優勝に輝きました。

十日町高校女子リレーチーム
十日町高校男子リレーチーム

インターハイ優勝！
準優勝！

小林選手「来年度は、大学
生として世界ジュニア選
手権などに出場できるよ
うにがんばりたいです」

上
段
左
か
ら
、
徳
永
康
介
・
金
澤

郁
馬
・
高
橋
紘
弥
・
太
平
翔
、
下

段
左
か
ら
、
恩
田
悠
・
瀧
澤
三
咲

子
・
小
林
由
貴
の
各
選
手

全中優勝！
準優勝！

新潟県女子リレーチーム
新潟県男子リレーチーム

左から、保坂美紀、本山育未、中島由貴、
築田夏実（妙高高原中）の各選手

中島選手「レース前日は緊張
してよく眠れませんでした。
優勝は自分の力を出しきった
結果です」

中島由貴選手（中里中）３冠達成！

▼男子10㎞クラシカル＝④中島有
ゆう

基
き

（十日町総合２年）▼

男子15㎞フリー＝⑤中島有基▼女子３×５㎞リレー＝①

十日町高校（恩田悠
はるか

・瀧澤三咲子・小林由貴）⑥十日町総

合（田村真
ま

理
り

・恩田紫
し

央
お

里
り

・小林美
み

貴
き

）

▼男子４×10㎞リレー②十日町高校（徳永康
こう

介
すけ

・金澤郁
いく

馬
ま

・高橋紘
ひろ

弥
や

・太平翔
しょう

）

【第84回全日本スキー選手権大会】

▼女子パシュート（7.5㎞+7.5㎞）＝②小林由貴▼女子チ

ームスプリントフリー（２人×１㎞３周）＝①十日町高校

A（瀧澤三咲子・小林由貴）⑧十日町高校Ｂ（恩田悠・小

林祐
ゆ

佳
か

）⑩十日町総合高校（恩田紫央里・小林美貴）

２冠達成！

力走する
柳 凌 選手

～ 十日町勢全国大会で金メダルラッシュ！～

市内25か所に設けられた「おまつりひろば」は、

どれも地域の特徴が現れたユニークなものばかりで

した。「みんなで楽しむまつり」の原点です。

コミュニティひろばで行われた「雪上茶席」の
優雅なひととき

円形のコートを使い３チームで競技する
十日町生まれの「ツマリアンボール」

キナーレひろばでは、アニマル浜口さんが指導する
「雪上ちびっこレスリング道場」に多くの子どもた
ちが集まりました。

十日町雪まつりのフィナーレを飾るダンスパフォーマンス
「天神ばやしGottaku!!」

第
25
代
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
の
3
人
。
市
の
観
光

大
使
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
左
か
ら
佐

藤
茉
莉
子
さ
ん
（
新
発
田
市
・
22
歳
）、
富
沢
好
美
さ

ん
（
津
南
町
・
24
歳
）、
福
崎
千
恵
美
さ
ん
（
十
日
町

市
・
24
歳
）

「
郷
土
芸
能
と
民
謡
の
祭
典
」が
い
っ
ぷ

く
ひ
ろ
ば
（
市
民
体
育
館
）
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

特集 白い愛の祭典 第57回 十日町雪まつり
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地域の風～支所からのたより～ 地域の風～支所からのたより～

「
一
八
豪
雪
」
と
言
わ
れ
る
今
年
の
大

雪
も
三
月
と
も
な
れ
ば
冬
将
軍
の
ほ
こ
が

納
ま
り
、
晴
天
の
朝
に
は
ヤ
ブ
渡
り
を
楽

し
め
る
で
し
ょ
う
。
が
け
の
雪
の
割
れ
間

に
シ
シ
バ
ナ
が
見
ら
れ
る

の
も
こ
の
頃
で
す
。

マ
ル
バ
マ
ン
サ
ク
の
花

は
シ
シ
バ
ナ
、
木
は
シ
シ

ハ
ラ
イ
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
枝
は
強
じ
ん
で
、

春
ッ
木
の
ボ
エ
を
ま
る
け

る
の
に
ね
じ
っ
て
束
ね
て

使
っ
た
も
の
で
す
。

基
本
種
の
マ
ン
サ
ク
と
異
な
り
、
葉
の

先
が
半
円
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
花
は
紫

色
の
萼が
く

片へ
ん

の
す
き
間
か
ら
、
４
枚
の
黄
色

い
縮
れ
た
花
び
ら
が
伸
び
て
い
る
単
純
な

つ
く
り
で
す
が
、
長
い
雪
に
埋
も
れ
た
生

活
か
ら
解
放
さ
れ
た
人
々
に
と
っ
て
は
、

実
に
新
鮮
豪
華
な
美
し
さ
に
見
え
ま
す
。

カ
ッ
ト
の
提
供
者
武
田
春
代
さ
ん
は
、

千
年
か
ら
村
松
市
に
転
居
さ
れ

ま
し
た
が
望
郷
の
念
あ
つ
く
、

そ
の
思
い
を
込
め
て
描
か
れ
ま

し
た
。

も
う
じ
き
燗
漫
の
春
に
な
り

ま
す
よ
。

(

文
‥
高
橋
八
十
八

カ
ッ
ト
‥
武
田
春
代
さ
ん)

まつだい駅から車で15分、室野を通り浦田へと向か

う途中に福島集落はあります。

集落内の県道沿いにある案内柱の根元に目をやると、

丸味を帯びた約40cm四方の石があります。上面には円

が描かれ、中心の穴から方位状に何本も線が彫ってあ

ります。これは、明治９年ごろ、福島集落に置かれた

冬季校跡地にある日時計です。

中央の穴に棒をたて、太陽の光でできる影の位置で何

時かを見たのでしょう。線の幅は均等ではありません。

季節や日中の時間によって方向が変わる太陽の位

置を計算に入れて彫ったと思わ

れます。

古老によれば、

この日時計は実際

に使われていたも

のだとのこと。苔

むす姿に歴史を感じ

ますが、今も校庭で

遊ぶ子どもたちの元

気な声が聞こえてく

るようです。

マ
ル
バ
マ
ン
サ
ク

後
田
沢
駅
ト
イ
レ
、
水
防
倉
庫
の
除
雪
を

完
了
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
法
政
大
学
１

年
の
福
島
五
月
さ
ん
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
高
校
の
時
か
ら
続
け
て
い
ま
す
。
私
た

ち
数
人
で
取
り
掛
か
っ
て
も
こ
ん
な
に
時

間
が
か
か
り
大
変
な
こ
と
な
の
に
、
一
人

暮
し
や
高
齢
の
方
は
も
っ
と
大
変
だ
と
思

い
ま
す
。〝
人
の
た
め
に
何
か
し
た
い
〞
そ

ん
な
思
い
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
、
ス

コ
ッ
プ
も
上
手
に
使
い
こ
な
し
、
中
に
は

か
ん
じ
き
を
履
い
て
奮
闘
す
る
学
生
の
姿

も
あ
り
ま
し
た
。
除
雪
に
協
力
し
て
も
ら

っ
た
住
民
は
「
あ
り
が
た
く
て
何
と
言
っ

た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
遠
く
か
ら

来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
で
い

っ
ぱ
い
の
様
子
で
し
た
。

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協
会
の
皆
さ

ん
は
、
中
越
大
震
災
の
と
き
も
十
日
町
地

域
や
中
里
地
域
で
救
援
活
動
を
行
う
な
ど

国
際
協
力
や
環
境
保
護
・
社
会
福
祉
・
災
害

救
援
等
社
会
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

２
月
11
日
g
、
12
日
a
の
２
日
間
、
国

際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協
会
の
皆
さ
ん
60

人
が
、
中
里
地
域
の
高
齢
者
世
帯
や
一
人

暮
ら
し
で
除
雪
が
行
え
な
い
住
宅
や
公
共

施
設
な
ど
の
除
雪
を
行
い
ま
し
た
。
「
困

っ
て
る
家
が
あ
っ
た
ら
自
分
も
協
力
し
た

い
」
と
自
主
的
に
参
加
し
た
大
島
秀
人
さ

ん
（
芋
川
新
田
）
の
協
力
も
あ
り
、
２
日

間
で
住
宅
23
棟
、
山
崎
バ
ス
待
合
所
、
越

雪
掘
り
・
雪
か
き
大
作
戦

〜
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協
会
の
活
躍
〜

ま
つ
だ
い
早
稲
田
じ
ょ
ん
の
び
ク
ラ
ブ

主
催
に
よ
る
「
松
代
雪
ほ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
（
早
稲
田
大
学
平
山
郁
夫
記
念
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
共
催
）
が
２
月
６
日

b
〜
11
日
g
の
６
日
間
、
松
代
地
域
内
の

要
援
護
世
帯
や
福
祉
施
設
な
ど
を
対
象
に

除
雪
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
に
よ
る
雪
ほ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
今
年
で
９
回
目
に
な
り
ま
す
。
昭
和

54
年
、
松
代
蒲
生
地
内
に
早
稲
田
大
学
の

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
が
建
設
さ
れ
た
の
を
機

に
、
部
活
動
や
ゼ
ミ
な
ど
の
夏
場
の
利
用

を
通
し
て
地
域
と
の
交
流
が
始
ま
り
、
冬

場
の
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
こ
の
活
動

が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

今
回
参
加

し
た
同
校
学

生
40
人
は
、

初
日
に
地
域

の
人
か
ら
か

ん
じ
き
の
は

き
方
や
安
全

作
業
の
注
意
を
受
け
る
と
、
早
速
作
業
に

取
り
か
か
り
ま
し
た
。
代
表
の
片
谷
仁
さ

ん
は
、「
あ
ま
り
の
雪
の
多
さ
に
驚
き
ま
し

た
。
慣
れ
な
い
作
業
で
す
が
困
っ
て
い
る

皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
て
う
れ
し
い
で
す
」

と
息
を
は
ず
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
児
童
が
毎
年
夏
休
み
に
ユ
ニ
ラ

ブ（
科
学
実
験
講
座
）で
早
稲
田
大
学
を
訪

れ
て
い
る
松
代
小
学
校
を
訪
問
し
、
３
・

４
年
生
の
児
童
た
ち
と
の
影
絵
遊
び
や
雪

合
戦
な
ど
で
楽
し
ん
だ
り
、
民
家
に
宿
泊

し
た
り
し
な
が
ら
、
地
域
に
と
け
こ
ん
だ

ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

〈案内人：西潟浩平さん〉

福島

旧福島校日時計

の
小
さ
な
明
か
り
は
や
が
て
あ
た
り
一
面

を
お
お
い
暗
闇
に
光
り
輝
き
ま
す
。
ご
い

っ
し
ょ
に
キ
ャ
ン
ド
ル
に
火
を
と
も
し
ま

せ
ん
か
？
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
用
の
カ
ッ

プ
作
り
か
ら
参
加
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ほ
か
に
も
「
雪
上
サ
ッ
カ
ー
大
会
」
、

「
お
ど
れ
や
　
お
ど
れ
　
雪
原
で
Z
」
、

「
ス
ノ
ー
チ
ュ
ー
ビ
ン
グ
」
、
「
た
い
ま
つ

滑
降
」、「
メ
モ
リ
ー
花
火
」
な
ど
楽
し
さ

い
っ
ぱ
い
！
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
を
ゲ
ス

ト
に
迎
え
て
「
雪
原
ラ
イ
ブ
」
や
す
て
き

な
景
品
が
あ
た
る
「
福
ま
き
」
も
あ
り
ま

す
。
お
な
か
が
す
い
た
ら
「
食
の
の
れ
ん

街
」
へ
！
ふ
る
さ
と
の
味
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
や
願
い
を
込
め
、
１

本
ず
つ
火
を
と
も
し
て
い
き
ま
す
。
１
つ

ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル

〜
幻
想
的
な
世
界
づ
く
り
〜

第18回

雪原カーニバル
なかさと2006

雪
原
カ
ー
ニ
バ
ル
な
か
さ
と

２
０
０
６
実
行
委
員
会
事
務
局

1
７
６
３
―
３
１
１
１

問合せ

奮
闘

早
大
雪
ほ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

子どもたちと影絵遊びで交流

３月11日gなかさと清津スキー場で「雪原

カーニバルなかさと2006」が開催されます。

スノーキャンドルに火が灯りゲレンデは幻想

的な世界へ。訪れる人に感動を与えます。
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長
澤
和
也
さ
ん
│
│
ク
ラ
ス
の
良
い
と
こ
ろ
は
、

み
ん
な
が
仲
が
良
く
て
明
る
い
と
こ
ろ
と
、
休

み
時
間
・
授
業
時
間
の
け
じ
め
が
き
ち
ん
と
つ

い
て
い
る
と
こ
ろ
か
な
。
も
う
す
ぐ
２
年
生
に

な
り
ま
す
が
、
下
級
生
に
は
小
学
校
に
は
な
い

中
学
校
の
マ
ナ
ー
を
教
え
て
あ
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。
高
校
受
験
を
控
え
て
、
２
年
生
の
う
ち

か
ら
し
っ
か
り
勉
強
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

高
橋
亨
先
生
│
│
４
か
所
の
小
学
校
か
ら
集
ま

り
、
入
学
当
時
は
牽け
ん

制せ
い

し
あ
っ
て
い
た
ん
で
す

が
、
日
々
話
し
合
う
こ
と
で
お
互
い
を
知
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
も
う
少
し
積
極
性
を
持
ち
、

問
題
が
起
き
た
と
き
は
、
自
分
た
ち
で
解
決
し

よ
う
と
す
る
意
欲
と
力
を
つ
け
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
進
級
し
た
ら
３
年
生
に
も
き
ち
ん
と

し
た
態
度
を
と
り
、
１
年
生
に
襟え
り

を
正
す
こ
と

が
で
き
る
２
年
生
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

松之山中学校１年Ａ組 8

「問題は隠さないこと」がクラスの合言葉で

す。毎日の終学活のときに問題提起をし、小さ

いうちに解決しようと話し合いをしています。

学級目標は「みんな輝け！」。一人ひとり得意不

得意はあるけれど、それぞれの個性を生かして

活躍していこう、皆で支えあっていこうと決め

ました。思いやりにあふれた１年Ａ組26人は、

いつもだれかがだれかを支えています。

ス
キ
ー
陣

大
健
闘

│
│
電
話
が
鳴
る
。「
十
日
町
高
校

女
子
チ
ー
ム
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
リ

レ
ー
で
悲
願
の
初
優
勝
、
男
子
１
秒

差
で
惜
し
く
も
準
優
勝
」
。
翌
日
も

「
全
中
で
新
潟
県
女
子
リ
レ
ー
優
勝
、

う
ち
十
日
町
勢
３
人
」。そ
の
ほ
か
に

も
個
人
選
手
の
活
躍
の
朗
報
が
届
く
。

心
弾
む
う
れ
し
い
両
日
で
し
た
│
│
。

１
月
27
日
f
、全
国
中
学
校
大
会
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
国
体
に
出
場
の
54

選
手
の
激
励
壮
行
会
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
の
大
会
で
の
結
果
報
告
で
し

た
。
吉
田
ク
ロ
カ
ン
コ
ー
ス
で
の
２

０
０
９
年
冬
季
国
体
開
催
を
３
年
後

に
迎
え
る
当
十
日
町
市
に
と
っ
て
選

手
活
躍
の
は
ず
み
と
な
る
快
挙
で
す
。

今
冬
は
60
年
ぶ
り
の
大
雪
で
、
お

互
い
大
変
な
困
難
を
味
わ
い
ま
し
た
。

普
段
な
ら
耐
雪
で
過
ご
す
学
校
も
、

体
育
館
・
公
民
館
・
資
料
館
・
情
報

館
な
ど
も
、
消
防
団
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆

さ
ん
の
大
応
援
、
職
員
の
動
員
で
雪

下
ろ
し
を
行
い
ま
し
た
。
市
民
の
皆

さ
ん
も
屋
根
・
道
路
の
除
雪
と
本
当

に
ご
苦
労
さ
ま
だ
っ
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
で
も
、
雪
の
十
日
町
で
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
（
こ
ん
な
に
は
必
要

な
い
の
で
す
が
…
）
ス
キ
ー
の
選
手

も
育
っ
た
は
ず
で
す
。
雪
も
そ
ん
な

に
嫌
っ
て
は
い
け
な
い
！
そ
う
思
い

ま
せ
ん
か
。

雪
と
い
う
財
産
と
と
も
に
選
手
諸

君
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
あ
っ
て
の
栄

冠
で
す
。
と
き
に
吹
雪
を
つ
い
て
、

と
き
に
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
し
つ
つ
地

道
に
苦
労
を
重
ね
た
結
果
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
、
一
途
・
ひ
た
む
き
・
地
道

な
ど
の
こ
と
ば
が
暗
い
イ
メ
ー
ジ
に

つ
な
が
る
と
か
、
死
語
に
な
っ
て
い

く
な
ど
の
風
評
が
あ
り
ま
す
が
、
と

ん
で
も
な
い
こ
と
で
す
。「
棚
か
ら
ぼ

た
も
ち
」「
濡ぬ

れ
手
に
粟あ

わ

」
な
ど
の
た

と
え
は
、
ま
れ
に
あ
る
か
な
い
か
の

世
界
の
こ
と
で
す
。

い
さ
さ
か
閉
口
の
雪
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
自
然
体
で
受
け
止
め
、
素

直
に
努
力
、
一
途
に
頑
張
り
た
い
と

思
わ
せ
て
く
れ
た
一
両
日
の
出
来
事

で
し
た
。

今
か
ら
ず
ー
っ
と
昔
の
こ
と
、

江
道
の
ム
ラ
に
佐
治
衛
門
と
い
う

バ
ク
チ
が
好
き
の
若
者
が
住
ん
で

い
ま
し
た
。
年
が
ら
年
中
バ
ク
チ

を
打
っ
て
い
ま
し
た
が
、
負
け
て

ば
か
り
で
し
た
。
盆
が
近
づ
い
て

き
た
の
に
三
文
の
カ
ネ
も
な
く
、

佐
治
衛
門
は
何
と
か
カ
ネ
も
う
け

を
す
る
方
法
が
な
い
か
と
思
い
悩

ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
、
江
道
の
裏
山
に
天

狗
松
と
い
う
大
き
な
松
の
木
が
あ

り
、
そ
こ
に
天
狗
さ
ま
が
住
ん
で

い
ま
し
た
。
佐
治
衛
門
は
「
お
し
、

た
ら
か
し
て
や
ろ
」
と
ぽ
ん
と
ひ

ざ
を
打
っ
て
立
ち
上
が
り
、
そ
の

木
の
下
へ
や
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
ふ
と
こ
ろ
か
ら
バ
ク
チ

に
使
う
ツ
ボ
と
サ
イ
コ
ロ
を
取
り

出
し
、「
さ
〜
て
、
今
日
も
宝
物
を

見
て
楽
し
も
」
と
サ
イ
コ
ロ
を
ツ

ボ
の
中
で
カ
ラ
カ
ラ
と
振
っ
て

「
お
っ
と
一
が
出
た
」
と
サ
イ
コ

ロ
を
の
ぞ
き
込
み
、「
お
ー
、
越
後

の
国
が
ひ
と
の
ぞ
き
だ
。
細
長
げ

国
だ
な
ー
」
と
感
心
し
て
み
せ
ま

し
た
。
ま
た
カ
ラ
カ
ラ
と
振
っ
て
、

「
お
ー
、
二
が
出
た
。
新
潟
白
山

様
の
お
祭
り
だ
。
き
れ
い
な
ね
ー

ち
ゃ
ん
が
い
っ
ぺ
い
る
な
ー
」

「
三
が
出
た
。
讃
岐
の
国
の
金
比

羅
さ
ん
が
一
目
に
見
え
る
」
「
四

が
出
た
。
信
濃
の
善
光
寺
様
の
ご

本
尊
が
丸
見
え
だ
ぁ
」
…
。

上
で
見
て
い
た
天
狗
さ
ま
は
佐

治
衛
門
の
サ
イ
コ
ロ
が
欲
し
く
て

た
ま
り
ま
せ
ん
。「
佐
治
衛
門
、
お

れ
の
宝
物
・
カ
ク
レ
ミ
ノ
と
カ
ク

レ
ガ
サ
と
換
ぇ
っ
こ
し
て
く
れ
」

と
頼
み
込
み
、
二
人
は
宝
物
を
交

換
し
ま
し
た
。

佐
治
衛
門
が
「
天
狗
さ
ま
は
何

が
一
番
嫌
れ
だ
の
」
と
聞
く
と
、

天
狗
さ
ま
は
「
イ
バ
ラ
が
一
番
嫌

れ
だ
。
お
前
は
？
」
と
聞
き
返
し

た
の
で
、佐
治
衛
門
は
わ
ざ
と
「
ボ

タ
モ
チ
と
小
判
が
大
っ
嫌
れ
だ
」

と
答
え
ま
し
た
。

佐
治
衛
門
は
、
姿
が
見
え
な
く

な
る
カ
ク
レ
ミ
ノ
と
カ
ク
レ
ガ
サ

を
着
て
町
中
の
酒
蔵
と
料
理
屋
を

渡
り
歩
い
て
好
き
な
だ
け
飲
み
食

い
し
ま
し
た
。
一
方
だ
ま
さ
れ
た

こ
と
を
知
っ
た
天
狗
さ
ま
は
、
佐

治
衛
門
の
家
に
ど
な
り
こ
も
う
と

し
ま
し
た
が
、
家
に
イ
バ
ラ
が
巻

き
付
け
ら
れ
て
い
て
近
づ
け
ま
せ

ん
。
今
度
は
、
佐
治
衛
門
が
嫌
い

な
は
ず
の
ボ
タ
モ
チ
と
小
判
を
山

ほ
ど
持
っ
て
き
て
、「
佐
治
衛
門
、

よ
く
も
た
ら
か
し
た
な
。
ど
う
だ

思
い
知
っ
た
か
ー
！
」
と
窓
か
ら

投
げ
入
れ
ま
し
た
。
佐
治
衛
門
は
、

「
お
っ
か
ね
〜
お
っ
か
ね
〜
」
と

泣
き
ま
ね
し
な
が
ら
小
判
と
ボ
タ

モ
チ
の
山
に
埋
も
れ
、
い
い
盆
を

迎
え
ま
し
た
。

「
天
狗
た
ら
か
し
」

の
巻
（
江
道
）

〈
八
〉

その８

三
省
地
区
は
、
松
之
山
地
域
の
北
の
玄
関

口
と
な
る
国
道
３
５
３
号
沿
い
に
あ
り
、
水

梨
、
小
谷
、
大
荒
戸
の
３
集
落
か
ら
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。
地
区
の
中
央
高
台
に
は
１
１

３
年
も
の
伝
統
を
誇
っ
た
三
省
小
学
校
が
あ

り
ま
し
た
が
、
児
童
数
の
減
少
に
よ
り
松
之

山
小
学
校
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
昭

和
63
年
３
月
31
日
で
閉
校
と
な
り
ま
し
た
。

閉
校
後
の
小
学
校
は
、
昨

年
ま
で
東
京
都
小
平
市
に
あ

る
専
門
学
校
が
学
生
の
研
修

所
と
し
て
使
用
し
、
各
種
講

習
会
や
農
業
体
験
な
ど
で
地

域
住
民
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
交

流
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
は

大
地
の
芸
術
祭
関
連
施
設
と

し
て
新
た
な
活
用
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
独
特
な
地
域

づ
く
り
運
動
を
展
開
し
て
き
た
三
省
地
区
で

は
、
小
学
校
の
閉
校
を
き
っ
か
け
に
ミ
ニ
コ

ミ
紙
「
三
省
新
聞
」
の
発
行
を
始
め
ま
し
た
。

昭
和
63
年
10
月
、
住
民
の
期
待
を
担
っ
て
第

１
号
を
発
刊
。
そ
の
後
、
年
１
〜
２
回
の
ペ

ー
ス
で
現
在
も
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
躍
動

感
に
満
ち
た
地
区
の
動
き
を
伝
え
る
紙
面
は
、

平
成
４
年
に
は
「
新
潟
県
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情

報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
特
別
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
県
内
外
の
地
区
出
身
者
か
ら
も

原
稿
が
寄
せ
ら
れ
、
紙
面
を
通
じ
た
交
流
が

盛
ん
で
、
住
民
の
大
切
な
よ
り
ど
こ
ろ
と
な

っ
て
い
ま
す
。

松
之
山
地
域
で
は
す
っ

か
り
お
な
じ
み
の
「
青
空

無
人
市
」
。
平
成
元
年
４

月
、
小
谷
後
継
者
会
が
旧

東
頸
城
郡
で
初
の
無
人
市

を
国
道
沿
い
に
開
設
し
ま

し
た
。
以
来
、
会
員
同
士

で
知
恵
を
出
し
合
い
な
が

ら
山
菜
や
自
家
野
菜
、
民

芸
品
な
ど
の
販
売
活
動
が

続
け
ら
れ
、
地
域
お
こ
し

の
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
東
京
都
渋
谷
区
の
富
ヶ
谷
商
店

街
と
米
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
都
市
交
流
も

行
わ
れ
て
お
り
、
新
分
野
へ
の
事
業
活
動
の

拡
大
も
視
野
に
入
れ
た
新
た
な
挑
戦
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
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使わなくなったきものを加工して作った「きもの地のドレ

ス展」（7十日町地域地場産業振興センター主催）がキナー

レきもの歴史館で３月12日aまで開催されています。

展示されているのはステージ衣装、お色直しの衣装、パー

ティドレス、アンサンブルドレス、カクテルドレス、チャイ

ナドレスなど色鮮やかでバラエティに富んだ20点のドレスで、

十日町服飾専門学校の生徒など13人が制作したもの。「わー、

振り袖がこんなになるんだ」「え、このドレスもとは羽織だ

って」…会場を訪れた若い女性たちの間でこんな会話が交わ

されていました。この春変身してみたい人、必見です。

華麗なる変身～きもの地のドレス展開催中～

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（1
757─3111内線213）へ、お気軽にお
寄せください。

やまて地域間交流開催

大井田氏サミットが縁で交流の始まった、岡山県総社市（旧山手村）

立山手小学校の児童56人と、竹内洋二総社市長を含め保護者など17

人の引率者が、２月10日f～12日aの間来市し、中条小学校の児童

と交流しました。平成９年から始まった交流も、今年で10回目を数

えます。山手小の児童たちは、３日間中条小６年生の家庭にホームス

ティし、その間市内の施設を見学したり、クロスカントリースキーや

そり遊びなど、雪国の遊びを体験しました。山手小の副団長山本哲也

さんは「思ったより雪がたくさんあってびっくりしました。たまにな

らいいけど、雪の中で毎日生活していくのは大変だと思いました」と

初めての雪国体験の感想を話していました。

２月５日a、中子クロスカントリースキ

ーコースで第21回川西地域小学校親善ス

キー大会が開催されました。４年生以上

223人による学年ごとの個人走と、男女そ

れぞれ18チームによるリレーが行われま

した。

２
月
５
日
A
〜
２
月
10
日
F
に
か
け
て
市
内
各
地
域
で
小
学
校
親
善
ス
キ
ー
大
会

な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
模
様
を
紹
介
し
ま
す

第１回 市民スキー選手権大会結果第１回 市民スキー選手権大会結果
第1回市民スキー大会アルペン競技が２月5日Aに上越国際当間スキー場で、クロスカ

ントリー競技が２月12日Aに吉田クロスカントリーコースで開催されました。結果をお

知らせします。（１位のみ、敬称略）

▼小３以下女子：島田梓（水沢）▼小３以下男子：斉

藤悠（下条）▼小４女子：倉沢里佳（川治）▼小４男

子：庭野純（中条）▼小５女子：湯澤明日香（水沢）

▼小５男子：小泉健太郎（下条）▼小６女子：本間愛

（川治）▼小６男子：宮内翔（中条）▼中学男子：山

田祥平（十日町ＳＫ）▼女子成年：桑原智美（十日町

総合高）▼男子成年Ａ：柄沢健太（十日町ＳＫ）▼男

子成年Ｂ：児玉正典（十日町ＳＫ）▼男子成年Ｃ：富

井孝（てるてるぼうず）▼男子成年Ｄ：宮沢伸一（無

所属）

アルペン競技 クロスカントリー競技

▼小２以下女子：大熊百合菜（吉田）▼小２以下男

子：岩澤樹生（鐙島）▼小３女子：佐野涼香（鐙島）

▼小３男子：春日惇（吉田）▼小４女子：齋木愛里紗

（鐙島）▼小４男子：春日耀介（吉田）▼小５女子：

春日愛由実（吉田）▼小５男子：酒井正善（吉田）▼

小６女子：水落さやか（鐙島）▼小６男子：齋木雄都

（鐙島）▼中学女子：長谷川悠（下条）▼中学男子：

児玉翔平（吉田）▼小学女子リレー：鐙島雪女Ａ▼小

学男子リレー：鐙島雪男A▼中学女子リレー：吉田A

子CHAN▼中学男子リレー：中里中A

２月５日a、なかさと清津スキー場で平

成17年度中里地域スキー大会兼中里地域

小学校親善スキー大会が行われ、約400人

が参加しました。会場ではアルペン、クロ

スカントリー競技のほか、愛好者たちによ

るスノーボード競技も行われました。

２月10日f、松代ファミリースキー場と

松代クロスカントリーコースで、第１回松

代地域小学校親善スキー大会が開催されま

した。２年生以上の子どもたち122人が参

加し、熱戦が展開されました。

２月５日a、第56回松之山スキー競技

大会が松之山温泉スキー場と松之山クロス

カントリーコースで行われました。県内外

から多くの選手が参加し、アルペンでは

26チーム161人、クロスカントリーには

19チーム273人が参加しました。

各
地
域
で
ス
キ
ー
大
会
開
催

今年も中条・

第１回 市民スキー選手権大会結果

○
○
と
ス
コ
ッ
プ
は
使
い
よ
う

こ
こ
は
キ
ナ
ー
レ
中
庭
。
ス
コ
ッ
プ
に
乗
せ

た
新
雪
を
う
や
う
や
し
く
差
し
出
す
職
員
と
受

け
取
る
職
員
。
そ
う
で
す
、
た
だ
い
ま
職
員
互

助
会
と
し
て
雪
の
芸
術
展
に
参
加
す
る
雪
像
を

作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
２
月
11
日
g
か

ら
作
業
を
始
め
、
主
に
夜
間
製
作
に
い
そ
し
ん

で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
日
は
大
詰
め
の
17
日

f
、
い
よ
い
よ
仕
上
げ
に
入
っ
た
と
こ
ろ
。
こ

の
新
雪
で
形
を
整
え
て
い
る
の
は
キ
ン
グ
コ
ン

グ
の
顔
の
部
分
。
え
、
そ
う
は
見
え
な
い
っ

て
？
　
う
ー
ん
…
で
も
こ
の
あ
と
驚
異
的
な
技

術
力
？
を
発
揮
し
て
完
成
、
三
国
コ
カ
・
コ
ー

ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
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財政事情
■歳出予算
性質別分析表

（総額484億9,862万円）

消

費

的

経

費

そ
　
　
の
　
　
他

普通建設事業費
96億7,056万円

（19.9％）

災害復旧事業費
69億3,357万円

（14.3％）

人　　件　　費
61億0,868万円

（12.6％）

物　　件　　費
56億6,900万円

（11.7％）

補　助　費　等
44億5,855万円

（9.2％）

扶　　助　　費
26億1,604万円

（5.4％）

維 持 補 修 費
17億0,412万円

（3.5％）

公　　債　　費
58億1,701万円

（12.0％）

繰　　出　　金
28億4,187万円

（5.9％）

貸　　付　　金
24億5,045万円

（5.1％）

積立金・出資金・予備費
2億2,877万円

（0.4％）

投
資
的
経
費

（34.2％）

（42.4％）

（23.4％）

■市債の状況
（17年度末残高見込み）

■市税の収入済額
（収納率89.2％）

439億1,478万円

212万円

56億2,467万円

199億4,884万円

43億1,302万円

21億2,371万円

759億2,714万円

一 般 会 計

国民健康保
険特別会計

簡易水道
特別会計

下 水 道
特別会計

農業集落排水
事業特別会計

水道事業
会　　計

計

市　民　税

62.5%

24.9%

7.0%

2.6%

2.4%

0.6%

100.0%

37億0,025万円

14億7,571万円

4億1,180万円

1億5,214万円

1億4,165万円

3,753万円

59億1,908万円

固定資産税

軽自動車税

市　町　村
た ば こ 税

入　湯　税

都市計画税

計

税　　目 税　　額 構成比

のお知らせ
十日町市 TOKAMACHI

■特別会計予算の執行状況

38億1,480万円

3億3,741万円

53億3,651万円

34億0,601万円

8億1,252万円

22億5,435万円

6億6,477万円

166億2,637万円

33億0,211万円

3億1,240万円

50億1,301万円

36億3,362万円

7億2,013万円

15億6,880万円

4億5,879万円

150億0,886万円

57億2,881万円

4億7,545万円

77億3,646万円

52億1,623万円

16億8,247万円

44億8,917万円

15億9,069万円

269億1,928万円

国民健康保険

診　療　所
（川西・倉俣・中里・室野・松之山）

老　人　保　健

介　護　保　険

簡　易　水　道

下 水 道 事 業

農業集落排水事業

計

会　計　名 予　算　額 収 入 済 額 支 出 済 額

地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
３
第
１
項
の
規

定
に
基
づ
く
「
財
政
事
情
の
作
成
及
び
公
表
に

関
す
る
条
例
」
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
十

日
町
市
及
び
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
の
平

成
17
年
12
月
31
日
現
在
の
財
政
事
情
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。■一般会計予算の執行状況

当 初 予 算 額

12月末予算額

収　入　済　額

支　出　済　額

464億3,100万円

484億9,862万円

267億7,354万円

249億3,379万円

収入率55.2％（一時借入金など除く）

執行率51.4％

一時借入金など
58億6,569万円

国庫支出金�
51億7,721万円�
　(10.7％）�

諸収入�
38億9,552万円�
　　　　（8.0％）�

農林水産費 �
31億4,852万円�
　　　（6.5％）�

教育費�
34億8,428万円�
　　　　（7.2％）�

商工費�
36億2,793万円�
 （7.5％）�

※諸収入は貸付金元利収入などです。

■一般会計予算の内訳 12月末予算

（歳入・歳出484億9,862万円）



３
歳
未
満
児
と
保
護
者
の
ふ
れ
あ

い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
●
日
時
＝

７
日
c
・
14
日
c
（
修
了
式
）
午
前

10
時
〜
11
時
●
会
場
＝
サ
ン
ク
ロ
ス

十
日
町
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
中
央

公
民
館
（
1
７
５
７
│
５
０
１
１
）

読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

な
ど
を
行
い
ま
す
。
●
日
時
＝
３
月

18
日
g
午
後
３
時
〜
４
時
●
会
場
＝

情
報
館
●
問
合
せ
＝
情
報
館
（
1
７

５
０
│
５
１
０
０
）

読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び
な
ど
を
行

い
ま
す
。
●
日
時
＝
３
月
９
日
e
午

前
10
時
〜
11
時
●
会
場
＝
情
報
館
●

対
象
＝
乳
幼
児
と
保
護
者
●
問
合
せ

＝
情
報
館
（
1
７
５
０
│
５
１
０
０
）

赤
ち
ゃ
ん
が
か
む
力
を
つ
け
る
食

べ
さ
せ
方
や
簡
単
離
乳
食
講
習
、
個

別
相
談
で
す
。
●
日
時
＝
３
月
７
日

c
午
前
10
時
〜
11
時
●
会
場
＝
十
日

町
保
健
セ
ン
タ
ー
●
問
合
せ
＝
健
康

支
援
課
母
子
保
健
係
（
内
線
１
２
１
）

●
日
時
＝
３
月
６
日
b
・
24
日
f
午

後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分
●
会
場
＝

十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
●
対
象
＝
妊

婦
●
問
合
せ
＝
健
康
支
援
課
母
子
保

健
係
（
内
線
１
２
２
）

●
日
時
＝
３
月
５
日
a
・
12
日
a
・

19
日
a
・
26
日
a
午
前
11
時
〜
11
時

45
分
●
会
場
＝
ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら

™

ら
（
ユ
ー
モ
ー
ル
２
階
）
●
入
場

料
＝
大
人
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下

１
０
０
円
●
内
容
＝
３
月
中
旬
午
後

９
時
こ
ろ
の
星
空
、
特
集
「
月
の
女

神
ア
ル
テ
ミ
ス
」
●
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
＝
３
月
25
日

g
午
後
７
時
30
分
〜
●
問
合
せ
＝
中

里
公
民
館
（
1
７
６
３
│
２
４
９
３
）

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の
家
庭
状

況
・
職
業
能
力
の
適
性
・
就
業
経
験

な
ど
に
応
じ
て
、
専
門
の
就
業
相
談

員
に
よ
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
●
日

時
＝
３
月
５
日
a
午
前
11
時
〜
正

午
・
午
後
１
時
〜
４
時
●
会
場
＝
サ

ン
ク
ロ
ス
十
日
町
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
県
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
1
０
２
５
│
２
８
１
│
５
５
８
７
）

雪
の
た
め
延
期
に
な
っ
て
い
た
上

映
会
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。
●

日
時
＝
３
月
11
日
g
午
後
１
時
30
分

〜
●
会
場
＝
松
之
山
自
然
休
養
村
セ

ン
タ
ー
●
入
場
料
＝
無
料
●
問
合
せ

＝
松
之
山
公
民
館
（
1
５
９
６
│
２

２
６
５
）

日
本
の
歴
史
の
流
れ
や
地
理
的
条

件
を
踏
ま
え
、
新
十
日
町
市
の
歴
史

文
化
の
個
性
と
成
立
の
鍵
を
探
る
べ

く
、「
目
か
ら
ウ
ロ
コ
」
の
歴
史
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
●
日
時
＝
３
月

19
日
a
午
後
１
時
30
分
（
開
場
１
時
）

〜
３
時
30
分
●
会
場
＝
情
報
館
●
入

場
料
＝
無
料
●
定
員
＝
先
着
１
０
０

人
●
講
師
＝
山
田
邦
明
氏
（
愛
知
大

学
文
学
部
教
授
）
●
問
合
せ
＝
古
文

書
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
務
局
（
情

報
館
内
1
７
５
０
│
５
１
０
０
）

●
日
時
＝
３
月
９
日
e
・
16
日
e
・

23
日
e
・
30
日
e
・
４
月
６
日
e
・

13
日
e
・
20
日
e
・
27
日
e
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
●
会
場
＝
キ
ナ
ー

レ
体
験
工
房
館
●
参
加
費
＝
１
回
５

０
０
円
※
着
物
を
持
参
●
定
員
＝
各

回
先
着
10
人
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

キ
ナ
ー
レ
（
1
７
５
２
│
０
１
１
７
）

流
派
・
団
体
を
超
え
た
書
道
展
で
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財政事情のお知らせ
十日町地域広域事務組合

◎会計別予算の執行状況

◎市町村別負担金状況

◎組合財産の状況

会　　計　　名 支 出 済 額 執行率収入率収 入 済 額予算現額

18億1,504万円

4,419万円

18億5,923万円

12億5,255万円

3,974万円

12億9,229万円

69.0％

89.9％

69.5％

11億9,244万円

3,255万円

12億2,499万円

65.7％

73.7％

65.9％

一 般 会 計

家畜指導診療所特別会計

合　　　計

会 計 名
市町村名 合　　　計 構成比家畜指導診療所特別会計一 般 会 計

13億5,729万円

2億6,297万円

16億2,026万円

713万円

1,014万円

1,727万円

13億6,442万円

2億7,311万円

16億3,753万円

83.3％

16.7％

100.0％

十 日 町 市

津　　南　　町

合　　　計

73,000.04㎡土　　　　地

21,983.84㎡建　　　　物

586万円基　　　　金

温泉利用権、芸術作品そ の 他

◎組合債の現在高状況

金　　　額目　的（事業名）

1,843万円

1億7,335万円

28億6,121万円

732万円

1,370万円

30億7,401万円

消防庁舎建設事業

消防施設整備事業

地域総合整備事業

防 災 対 策 事 業

防 災 対 策 事 業

計

※土地については、里創プラン用地を掲載。その他土
地は、施設所在市町より借地

◎災害発生及び出動（件） （平成17年４月１日～12月31日）

市町村
区　分 圏　域　外 合　　計津　南　町十 日 町 市

1 5

1 , 6 2 5

4 8

1 6 0

1 , 8 4 8

9

3 0 2

2 0

4 5

3 7 6

14

14

24

1,941

68

205

2,238

火災発生件数

救　急　出　動

救　助　出　動

その他の火災出動

合　　　計

◎家畜指導診療等実績 （平成17年４月１日～12月31日）

市町村
区　分 合　　　計津　南　町十 日 町 市

1 , 0 3 6 件

8 件

3 , 1 2 0 頭

4 , 1 6 4 あ

1 , 8 5 0 件

2 0 5 件

3 , 4 8 4 頭

5 , 5 3 9 あ

2 , 8 8 6 件

2 1 3 件

6 , 6 0 4 頭

9 , 7 0 3 あ

指導診療事業

家畜改良事業（受精卵取扱）

防　疫　事　業

合　　　計

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です

お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ

ど
ん
ぐ
り
お
は
な
し
の
へ
や

す
く
す
く
教
室

〜
簡
単
離
乳
食
と
育
児
〜

３
月
の
な
か
よ
し
ラ
ン
ド

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
○
ら

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
定
期
投
影

千手中央コミュニティセンター
開館記念コンサート

◆入場料＝全席自由
大人：2,000円、中学生以下：500円
※３月１日D～販売開始

◆チケット取扱所＝中央公民館、川西支所地域振
興課、川西総合体育館

◆問合せ＝教育委員会川西事務所（1768-2167）

◆津軽三味線
高橋竹山コンサート

４月15日g午後７時～（開場６時30分）

◆ブルーアイランド（青島広志）氏の
楽しいクラシックコンサート
４月６日e午後７時～
（開場６時30分）

ビ
デ
オ
上
映
会

雪
国
木こ

羽ば

屋や

根ね

物
語

〜
新
十
日
町
市
の
歴
史
再
発
見
〜

日
本
の
中
の
越
後
、

そ
し
て
妻
有
・
松
之
山
郷

キ
ナ
ー
レ
体
験
工
房
館

き
も
の
着
付
け
教
室

ハ
ロ
ー
Ｍ
ａ
Ｍ
ａ
ス
ク
ー
ル

７月23日a～９月10日aまで50日間にわたり開催される第

３回大地の芸術祭の作品やイベントの内容などを発表します。

●日時＝３月18日g午後４時～５時30分

●会場＝クロス10 ●入場料＝無　料

●内容＝◆第３回大地の芸術祭企画発表

◆地域グループ・サポーターの紹介

◆講演会「街を元気にし、世界に名を知らしめる街

づくりとは」講師：福武總一郎氏（㈱ベネッセコ

ーポレーション代表取締役会長）

●問合せ＝大地の芸術祭実行委員会（1757-2637）

大
地
の
芸
術
祭
企
画
発
表
会

千手中央コミュニティセンター
開館記念コンサート

母
子
家
庭
の
就
業
相
談
会

十
日
町
市
書
道
協
会
展
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す
。
●
日
時
＝
３
月
５
日
a
・
６
日

b
午
前
９
時
〜
午
後
７
時
（
６
日
は

〜
午
後
３
時
）
●
会
場
＝
サ
ン
ク
ロ

ス
十
日
町
●
問
合
せ
＝
小
川
隆
（
1

０
９
０
│
３
２
１
６
│
５
０
７
２
）

幼
児
・
低
学
年
向
け
で
す
。
●
日

時
＝
３
月
11
日
g
午
後
７
時
〜
８
時

●
会
場
＝
市
民
会
館
●
入
場
料
＝
入

会
金
１
家
族
１
、
０
０
０
円+

年
中

児
以
上
１
人
月
額
７
０
０
円
※
会
員

制
、
当
日
入
会
可
●
問
合
せ
＝
加
賀

書
院
（
1
７
５
２
│
２
１
１
４
）

日
本
語
の
楽
し
さ
、
美
し
さ
を
体

感
し
ま
し
ょ
う
。
●
日
時
＝
３
月
12

日
a
午
後
２
時
〜
４
時
●
会
場
＝
情

報
館
●
入
場
料
＝
５
０
０
円
●
対
象

＝
こ
と
ば
に
関
心
の
あ
る
大
人
●
講

師
＝
は
せ
み
つ
こ
氏
●
問
合
せ
＝
情

報
館
（
1
７
５
０
│
５
１
０
０
）

鶏
肉
の
韓
国
風
唐
揚
げ
や
九
節
板

な
ど
を
作
り
ま
す
。
●
日
時
＝
３
月

16
日
e
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

●
会
場
＝
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業

所
●
参
加
費
＝
５
０
０
円
●
定
員
＝

12
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月
10
日
f
ま

で
に
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

（
1
７
５
７
│
１
９
８
７
）

毎
月
１
回
の
乳
幼
児
の
身
体
測
定

時
の
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
資

格
は
問
い
ま
せ
ん
。
●
期
間
＝
18
年

４
月
〜
19
年
３
月
（
年
間
３
〜
４
回

程
度
）
●
募
集
人
数
＝
10
人
程
度
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月
10
日
f
ま

で
に
中
里
支
所
健
康
福
祉
課
健
康
支

援
係
（
1
７
６
３
│
３
１
２
１
）

19
年
４
月
１
日
付
け
採
用
の
職
員

を
募
集
し
ま
す
。
●
応
募
資
格
＝
19

年
３
月
に
四
年
生
大
学
を
卒
業
見
込

の
人
で
普
通
免
許
を
有
す
る
人
●
業

務
内
容
＝
営
業
（
販
売
）
●
募
集
人

数
＝
１
人
●
問
合
せ
＝
ク
ロ
ス
10

（
1
７
５
７
│
２
３
２
３
）

●
応
募
資
格
＝
18
年
４
月
１
日
現
在

58
〜
63
歳
の
市
内
在
住
者
で
、
健
康

で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
●
業
務
内
容

＝
公
共
施
設
（
十
日
町
・
松
代
地
域
）

の
管
理
業
務
（
時
間
は
施
設
に
よ
り

異
な
り
ま
す
）
●
募
集
人
数
＝
10
人

程
度
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
履
歴
書

を
３
月
10
日
f
ま
で
に
〒
９
４
８
│

０
０
８
１
十
日
町
市
本
町
５
丁
目
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
（
当

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド

日
消
印
有
効
）
1
７
５
７
│
５
７
０

８
）

●
日
時
＝
①
７
日
c
午
後
２
時
〜
４

時
②
14
日
c
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
●
会
場
＝
①
津
南
町
保
健
セ
ン

タ
ー
②
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
●
医

師
＝
①
奈
良
医
師
（
中
条
第
二
病
院
）

②
江
口
医
師
（
江
口
医
院
）
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
健
康
支
援
課
成
人
保

健
係（
内
線
１
２
６
）ま
た
は
十
日
町

地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部
地
域
保
健

課
（
1
７
５
７
│
２
４
０
０
）

認
知
症
と
そ
の
介
護
者
の
た
め
の

専
門
相
談
会
で
す
。
認
知
症
に
限
ら

ず
、
介
護
の
中
で
の
精
神
的
な
問
題

や
悩
み
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
●
日

時
＝
８
日
d
午
後
２
時
〜
４
●
会
場

＝
川
西
保
健
セ
ン
タ
ー
●
医
師
＝
須

賀
医
師
（
中
条
第
二
病
院
）
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
６
日
b
ま
で
に
川
西

支
所
健
康
福
祉
課
健
康
支
援
係
（
1

７
６
８
│
４
９
５
７
）

２
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
11
期

及
び
介
護
保
険
料
第
11
期
の
納
付
月

で
す
。
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
＝
税
務
課
・
保
険
年
金
課

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
21

日
-

●
博
物
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
22
日
d

●
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
22
日

d
・
31
日
f

●
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
28
日
c

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜
日

気
温
の
上
昇
に
伴
い
、
自
然
落
下

式
屋
根
の
雪
が
落
ち
や
す
く
な
り
ま

す
。
軒
下
で
の
除
雪
作
業
は
、
屋
根

雪
が
完
全
に
落
下
し
た
こ
と
を
確
か

め
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。
雪
が
残

っ
て
い
る
状
態
で
作
業
す
る
と
き
は
、

見
張
り
の
人
を
つ
け
る
よ
う
に
し
、

一
人
で
は
作
業
し
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
雪
処
理
の
た
め

に
屋
根
に
上
が
る
と
き
は
、
命
綱
を

使
用
し
て
安
全
の
確
保
に
努
め
る
か
、

業
者
に
頼
ん
で
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

市
内
の
公
共
の
湯
で
実
施
し
て
い

る
「
湯
め
ぐ
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の

入
浴
券
利
用
期
限
は
平
成
18
年
３
月

31
日
f
ま
で
で
す
。
４
月
か
ら
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
早
め
に
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。
●
問
合

せ
＝
と
お
か
ま
ち
湯
め

ぐ
り
実
行
委
員
会
（
観

光
交
流
課
内
1
７
５
７

│
３
１
０
０
）

【
十
日
町
】
●
期
日
＝
①
３
月
９
日

e
②
23
日
e
●
会
場
と
受
付
時
間
＝

①
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分
②
十
日
町
郵
便
局

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
【
中
里
】

●
期
日
＝
３
月
23
日
e
●
会
場
と
受

付
時
間
＝
中
里
総
合
セ
ン
タ
ー
午
前

９
時
30
分
〜
正
午
【
松
代
】
●
期
日

＝
３
月
30
日
e
●
会
場
と
受
付
時
間

＝
松
代
支
所
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

【
松
之
山
支
所
】
●
期
日
＝
３
月
30

日
e
●
会
場
と
受
付
時
間
＝
松
之
山

支
所
午
前
９
時
〜
11
時
30
分
）
●
問

合
せ
＝
健
康
支
援
課
地
域
医
療
係

（
内
線
１
２
８
）

【
市
報
お
わ
び
と
訂
正
】

２
月
10
日
号
５
ペ
ー
ジ
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
①
第
55
回
全
国
高
等

学
校
ス
キ
ー
大
会
に
出
場
す
る
村
山

草
太
さ
ん
の
種
目
は
、
ア
ル
ペ
ン
で

は
な
く
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
で
し
た
。

ま
た
村
山
草
太
さ
ん
は
第
61
国
民
体

育
大
会
冬
季
大
会
に
も
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
種
目
で
出
場
し
ま
し
た
。
お

わ
び
し
て
訂
正
・
追
記
し
ま
す
。
②

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
に
出
場
す

る
の
は
倉
俣
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
で
は
な

く
、
中
里
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
誤
り
で

し
た
。
ま
た
、
大
口
貴
裕
さ
ん
は
倉

俣
小
学
校
で
は
な
く
田
沢
小
学
校
の

誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

よい歯の子 住 所　　保護者

本庁で1月の３歳児健診を受けた子27人

よい歯の子 住 所　　保護者

川西支所で1月の３歳児健診を受けた子22人

むし歯のないよい歯の子

（上野）

（みのり団地）

（朝日町）

（木島）

（発電所通り西）

（山野田住宅）

（上野）

（中屋敷）

（千手栄町）

（霜条）

（下平新田）

（小根岸）

（小根岸）

（仁田）

（野口）

（みのり団地）

（みのり団地）

敬祐

章

浩之

学

賢一

尚和

隆暢

功

貴光

祐紀

宏

隆

隆

治

俊幸

勇

勇

清 水 七
なな

海
み

根 津 海
かい

里
り

小 川 ほ の か

清 水 拓
たく

真
ま

水 落 万
ま

椰
や

小 田 優
ゆう

奈
な

富 井 涼
すず

音
ね

小 林 睦
むつ

季
き

数 藤 惇
じゅん

平
ぺい

蔵 品 愛
まな

佳
か

清 水 雄
たけ

大
ひろ

小 海 陽
ひな

向
た

小 海 拓
たく

未
み

羽 鳥 海
かい

琉
り

村 越 玲
れ

奈
な

小 林 　 挙
あかる

小 林 　 誉
ほまれ

（太田島3）

（下町）

（稲葉）

（山本町1）

（山本町1）

（原）

（上町）

（高島2）

（北鐙坂3）

（千歳町1）

（五軒新田）

（西浦町西）

（川治上町1）

正治

正明

陽介

正彰

学

正和

克裕

藍子

信一

準一

芳春

友哉

健

上 村 匠
たく

海
み

須 藤 涼
りょう

那
な

樋 口 慶
けい

人
と

樋 口 笑
え

美
み

宮 内 　 和
かず

田 中 大
ひろ

翔
と

西 畔 侑
ゆう

玖
き

石 本 唯
ゆい

葉
は

島 田 涼
りょう

我
が

a 橋 美
み

羽
う

富 澤 玲
れい

奈
な

貝 沢 澪
み

乙
お

長 津 咲
さ

希
き

１月の交通事故発生状況 （ ）内は1月からの累計

シートベルト・チャイルドシート
の着用及び使用の徹底

●正しい乗車姿勢：ブレーキ・ハンドル操作

が適格にでき、危険を回避する可能性も高

まります。交通事故の防止、安全運転を続

けるため正しい

乗車姿勢を心が

けましょう。

●シートベルトの

正しい位置：万

一の事故から命

を守るのがシー

トベルトです。

正しく使用しま

しょう。

3月の交通安全キャンペーン

年

18年

17年

発生件数

23（23）

21（21）

死者数

0（0）

0（0）

負傷者数

29（29）

24（24）

３
月
の
休
館
日

３月の
献血

全
血
献
血

支
え
ま
す

あ
な
た
の
未
来
を

税
金
が

２
月
の
納
税
・
納
付

３
月
の
心
の
健
康
相
談

認
知
症
高
齢
者
相
談
会

◆期間：平成18年2月25日g

～3月11日g（必着）

◆送付先：〒948-8501
千歳町3丁目3番地
健康支援課地域医療係
FAX 025-752-4635 メール th-
kenko@city.tokamachi.niigata.jp

◆問合せ 健康支援課地域医療係
（内線127）

老人保健福祉の充実と介護保険事業

計画とが一体となった計画の試案がま

とまりましたので、パブリックコメン

トを募集します。ご意見は、郵便・フ

ァクシミリ・電子メールでお寄せくだ

さい。試案は①本庁行政資料コーナー

②各支所健康福祉課③地区公民館④市

のホームページでご覧ください。

中
里
支
所
身
体
測
定

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

自
然
落
下
式
屋
根
雪
処
理
に

注
意
！

本庁窓口業務の終了時間を
変更します

市民係・国民年金係・国保係の窓口業務を、

３月13日B～４月14日Fは午後７時まで延長

します（支所は延長はありません）。また、３月

中旬から窓口が大変混雑しますので、転出など

の手続きはお早めにお願いします。
●問合せ＝市民生活課市民係（内線153）

ク
ロ
ス
10
職
員
募
集

◆コメントの内容：①市立文化会館

の建設について②地産地消推進の

組織づくりについて③観光産業の

新創出について

◆閲覧場所：本庁総合政策課、各支

所地域振興課、公民館本館及び地

区公民館、市のホームページで閲

覧することができます。

◆問合せ 総合政策課企画政策係

（内線231）

昨年12月から募集しました「総合

計画基本構想（試案）」のパブリック

コメントに１団体・２個人から応募

をいただきました。コメント全文と、

それに対する市の考え方を下記によ

り公表しています。

パブリックコメントを
公表しています

湯
め
ぐ
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

入
浴
券
利
用
期
限
の

お
知
ら
せ

パブリックコメントを
募集します

老人保健福祉計画 総合計画基本構想

十
日
町
お
や
こ
劇
場

ロ
バ
の
音
楽
座

愉
快
な
コ
ン
サ
ー
ト

読
み
聞
か
せ
の
会
ど
ん
ぐ
り

こ
と
ば
あ
そ
び
セ
ミ
ナ
ー
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

体
験
料
理
教
室
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▼
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
と
き

以
外
は
、
お
天
気
に
恵
ま
れ
た
今
年
の
雪
ま

つ
り
。
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
よ
く
絶
好
の
取
材

日
和
で
も
あ
り
ま
し
た
。
豪
雪
の
た
め
、
客

足
が
伸
び
悩
ん
だ
気
も
あ
り
ま
し
た
が
、
１

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル

で
は
、
地
震
や
豪
雪
を
一
掃
し
て
く
れ
た
ス

タ
ー
マ
イ
ン
の
迫
力
と
美
し
さ
に
、
思
わ
ず

拍
手
喝
さ
い
で
し
た
。

▼
カ
ー
ニ
バ
ル
と
並
ぶ
雪
ま
つ
り
の
目
玉
は
、

市
民
手
作
り
の
雪
像
で
す
。「
雪
の
芸
術
作

品
」
は
雪
ま
つ
り
の
原
点
で
あ
り
、
雪
ま
つ

り
に
訪
れ
た
人
た
ち
に
見
て
い
た
だ
く
大
切

な
作
品
で
も
あ
り
ま
す
。
審
査
の
と
き
の
仕

上
が
り
も
確
か
に
大
切
で
す
が
、
開
催
期
間

中
の
3
日
間
、
作
品
を
で
き
る
限
り
き
れ
い

な
ま
ま
保
存
し
て
お
く
こ
と
が
、
お
客
さ
ま

へ
の
思
い
や
り
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

▼
雪
ま
つ
り
が
終

わ
り
ま
し
た
。
あ

と
は
春
を
待
つ
ば

か
り
…

●乳幼児予防接種

●心配ごと相談
会場：社会福祉協議会（本所・支所）

時間：午後１時30分～４時

▽十日町本所　毎週木曜日　

▽松之山支所 ７日C ▽松代支所 ３日F

▽中里支所　　17日F ▽川西支所　28日C

●高年齢者職業相談
毎週月～金曜日　午前９時～午後５時

※21日Cは休み

会場：高年齢者職業相談室（サンクロス十日町内）

おおむね45歳以上が対象です

●定例行政相談
毎月第２金曜日　午前10時～午後３時

会場：市民相談室・行政相談室

●法律相談 電話で市民生活課市民係へ要予約

毎週木曜日　午後１時30分～４時

会場：市民相談室・行政相談室

●定例社会保険・年金相談
毎月第２・第４木曜日　

午前10時～正午、午後１時～３時

会場：クロス10

三種混合
対象者…接種日現在で生後６か月～７歳６か月未満

2006年3月 March2006年3月 March

BCG
対象者…接種日現在生後３か月～６か月未満

川西支所 健康福祉課　

期　　日

対 象 児

受付時間

会　　場

８日D

17年9月10日～12月9日生まれ

午後１時15分～２時

川西福祉センター

会　　場…中里総合センター
受付時間…午後２時～２時30分

２回目 ３回目

中里支所 健康福祉課　

●健康相談 保健師による相談

期 日 会　　場 受付時間

6日B・20日B 十日町保健センター

新座コミュニティセンター

大井田コミュニティセンター

川治公民館

中里総合センター

吉田就業改善センター

吉田山谷集会所

羽根川荘

水沢公民館

平成園

川西保健センター

中条公民館

北原集落センター

下条公民館

上新田自治会館

松之山支所

松代支所

午前9時～11時30分

午前9時～11時30分

午後1時30分～4時

午前9時～11時30分

午前9時～11時

午前9時～11時30分

午後1時30分～4時

午前9時～11時30分

午前9時～11時30分

午後1時30分～4時

午前9時～午後4時30分

午前9時～11時30分

午後1時30分～4時

午前9時～11時30分

午後1時30分～4時

午前8時30分～午後5時

午前9時～11時

※健康手帳のある人はご持参ください。

問合せ 社会福祉協議会1750-5010

▼
冬
季
五
輪
ト
リ
ノ
大
会
で
は
、
日
本
勢
の

不
振
が
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
逆
に
十
日
町
市
で
は
全
中
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
、
天
皇
杯
と
金
メ
ダ
ル
が
続
い
て
い
ま

す
。
合
併
初
年
度
と
あ
っ
て
、
底
辺
が
大
き

く
な
っ
た
分
、
あ
る
程
度
の
成
績
は
残
せ
る

だ
ろ
う
と
予
想
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
ま
で
の

成
績
を
上
げ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

改
め
て
、
頑
張
っ
た
選
手
、
そ
し
て
選
手
を

支
え
続
け
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
、
家
族
の
皆
さ

ん
に
拍
手
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
十
日
町
雪
ま
つ
り
と
い
う
一
つ
の
分
岐
点

を
越
え
、
よ
う
や
く
春
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

唱
歌
「
早
春
賦
」
の
３
番
に
あ
る
、
春
と
き

く
と
気
も
そ
ぞ
ろ
に
な
る
時
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14日C

16日E

17日F

24日F

27日B

注意事項

・「予防接種と子どもの健康」を必ず読んできてください。

・受付時間を厳守してください。遅れると接種できない

ことがあります。

・ほかの予防接種との接種間隔に注意してください。

・対象年齢を過ぎると医療機関での任意接種（自己費用

負担）になります。

持参するもの

・母子健康手帳（忘れると接種できません）

・予診票　　　・体温計

予防接種は、住んでいる本庁または各支所内の会場で

受けることが基本ですが、別の支所でも接種できます。

ただし、ほかの支所で接種する場合は、接種を受けよう

とする支所へ前日までに必ず連絡してください。

BCGは対象期間が短いので、早めに接種しましょう。

予防接種方法が変わります
ご注意ください

★４月からポリオワクチン以外の予防接種は、かかりつ

けの医療機関に保護者が自ら予約し、接種する「個別

接種方式」で実施します。小学校で行っていた予防接

種も同様に実施します。個別予防接種を実施する医療

機関名は、３月10日号の「元気予報」でお知らせし

ます。また、乳幼児健診や本庁・支所の窓口などで医

療機関一覧表を配布しています。

★ポリオ予防接種は、４月から対象者全員が十日町保健

センター会場１箇所で、春と秋に実施します。春（４

月）の実施日程は、３月25日号でお知らせします。

★４月から麻しん、風しんの接種方法が変わります。詳

しくは、１月25日号をご覧ください。

（南）

今月はお休みです

大熊内科医院 山本町1 752-7066

医療機関名期 日 住　所 電話番号

5日A

12日A

19日A

●休日救急医 ●国保診療所からのお知らせ

事 業 名 期 日 受付時間 対象児

３歳児健診

1歳6か月児健診

9日E 午後1時～1時30分 14年9月
生まれの幼児

15日D 午後1時～1時30分 16年9月
生まれの幼児

４か月児健診 22日D 午後1時～1時30分 17年11月
生まれの乳児

2歳6か月児身体測定 15日D 15年8月・9月
生まれの幼児

10か月児身体測定 22日D 午前9時15分～10時 17年5月
生まれの乳児

午前9時～9時30分

十日町　会場：十日町保健センター

●乳幼児健診 ※在住する本庁または各支所の会場で受けてください　

事 業 名 期 日 受付時間 対象児

午後1時～
1時20分

17年10月・11月
生まれの乳児

15年６月～９月
生まれの幼児

◎持ち物…母子手帳・問診票、着替えやおむつなど必要なも

の、目と耳のアンケート（３歳児健診）

◎対象の期日に受診できなかったときは、住んでいる本庁ま

たは各支所へ連絡してください。

◎３歳児健診前に検査セットを送りますので、届かない人は

住んでいる本庁または各支所へ連絡してください。

◎十日町・川西会場での１歳６か月児以降の健診は歯科健診

があります。歯みがきをしてきてください。

川西　会場：川西保健センター

４か月児健診

2歳6か月児健診

13日B

15日D

26日A

21日_

事 業 名 日　時 対 象 児

3～４か月児
８日D

受付時間
午後1時30分

～２時

17年10月・11月
生まれの乳児

9～10か月児 17年4月・5月
生まれの乳児

1歳6か月児健診 16年6月～9月
生まれの幼児

中里　会場：中里総合センター

保育園入園前の乳幼児（希望者）

乳幼児身体測定・健康相談 ３月２日E
午前9時30分～11時
（時間内ならいつでも）

倉俣診療所 芋　川 763-2147

山口医院 下条中央通り 755-2003

庭野医院 寿町4 752-2711

田中外科医院 田中町本通り 752-2403

大坪医院 四日町新田2 757-6100

津南病院 津南町 765-3161

３月24日F３月２日E

20日B

【室野診療所】
４月から、富田医院の富田医師に代わり倉俣診療所の大

石医師が診療することになりました。診療日（時間）は火
曜日・木曜日の午後１時30分～４時30分、診療科目は、
内科・外科・麻酔科となります。

【倉俣診療所】
大石医師が室野診療所で診療するため、４月から火曜日

と木曜日の午後は休診となります。

【川西診療所】
４月から、小児科の診療は毎週月曜日午後ではなく毎週

水曜日の午後に変更します。

（優）

※松代・松之山支所の乳幼児健診はお休みです。
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